
コンバインドサイクル発電について

1 ま え が き

石油資源の枯渇が叫ばれて以来， 省エネルギー
技術の開発， エ ネルギ一源の多様化が重要な課題
となっており， 多量のエネルギー源を使用する火
力発電フ゜ ラントに対して， 一層，運用特性に優れ，
熱効率の高い， 発電システムが要求されている。

このような情勢の中で， ガスクーピンと蒸気ク
ー ピンを組合せたコンバインドサイクルが着目さ
れている。

2 コンバインドサイクルブラントの形式

ガスク ー ビンと蒸気ク ー ビンを組合せ， 熱効率
の向上を図る， コンバインドサイ クルには， 「排
熱回収方式」「排気再燃（助燃）方式」「過給ボイ

ラ方式」 「給水加熱方式」等がある。
事業用フ゜ラントで実用化されている主な形式は

「排熱回収方式」と「排気再燃方式」である。最
近のコンバインドサイクルプラントは， 高温のガ
スク ー ピンが開発されたことと， 複圧（高圧 ・ 低

圧）の蒸気発生器が開発されたことにより， 高効
率で運転制御の容易な「排熱回収方式」が主流と

なっている。
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排熱回収方式と排気再燃方式との比較

排熱回収サイクル

ガスター ピンの排気を、
排熱回収熱交換器に導
き、その熱回収によっ
て蒸気を発生し、蒸気
タ ー ピンを駆動する方
式。

排気再燃サイクル

ガスタービンの排気を、
ポイラ燃焼用空気とし
て利用し、排熱回収を
行うとともにガス中の
残存酸素で再燃焼させ
る方式。
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また， 排熱回収方式には， ガスク ー ビン ・ 蒸気
ク ー ピンおよび発電機を直結し設置する 「一軸式
」と数台のガスク ー ピンに， 一台の蒸気ク ー ビン
を組合せ， 設置する「多軸式」がある。

火 力 計 画 部

3 排熱回収方式の特微

(1)出 力
ガスクーピンは， メーカにより機種が標準化さ

れているため， フ゜ラントの定格出力は， 機種の選
定と設置台数によって決められる。

また， ガスク ー ビンの特性上， 大気温度の変化
により出力が変わり， 気温が上るにつれて減少す
る。一例では， 通常の気湿の変化 (0 ℃から30℃)
で， 15％程度変化する。負荷の増減は， 性能面か
ら， ガスク ー ビンの滅台運転によって対応するの
が得策である。

60Hzガスタービンの仕様 (ISO規格・ペース負荷モ
ード・ガス燃料）

IA 社| B 社

発電機端出力 MW 約 74.4 約 100
熱効率（低位） ％ 約 32 約 32

圧力比 11 14 

燃焼温度 ℃ 1085 1086 

この他， ガスク ー ピンは， 一般的に「ベ ー ス負

荷」モ ー ドで運 転されるが， 「 ヒ゜
ー ク負 荷」モ ー

ドとすることにより出力が約10％上昇できる。

しかし， これは， ガスク ー ビンの高温部品の寿

命消費が大きく， 信頼性を損う恐れがある。

この他， 出力へ影響を及ぽす因子とし， NOx

対策として行われる燃焼器中への 「水または朋気
噴射」， 「圧縮機の汚れ」等によるものがある。

一方， 所内率は， 在来形の火力機に比し， 小さ
く， 約 1~1.5％程度と予想される。

(2) 性 能
LNG 焚ぎガスク ー ビンの単体の熱効率は， 約

32％であるが，複圧式の蒸気発生器を採用し，ガス
ク ー ピンの排熱を有
効に利用することに 115
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